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Presenter
Presentation Notes
皆さん、こんにちは。
ただいま、ご紹介いただきましたJIVA会長の志岐です。
今年の６月２日に佐々木前会長の後を受けてJIVAの会長に選任されましたので、今回初めて、このプレジデンツフォーラムのスピーカーをし務めさせていただきます。世界各国の業界リーダーの皆様の前でお話することを光栄に思います。







Today’s agenda

1．Trend of Japanese economy

2．Current and future lift trucks market in Japan
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Presenter
Presentation Notes
本日は、日本経済の動向と、日本におけるフォークリフト市場の動向についてご紹介しますが、まずは日本経済の状況を見てまいります。




Trend of Real GDP
(seasonally adjusted)
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（Changes from the previous quarter ）
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Presenter
Presentation Notes
GDPの推移で、日本経済のトレンドを見てみましょう。

この表は2010年以降の実質GDPの増減を表しています。

2011年3月の東日本大震災は日本経済に大きな打撃を与えましたが、2013年に入って、いわゆる「アベノミクス」の効果でGDPはプラス成長に転じました。

しかし昨年2014年4月から、消費税率が5％から8％に引き上げられたため、その前に駆け込み需要があり、その後２四半期は反動でマイナスが続きましたが、2014年の10-12月期以降、２四半期連続でプラスとなりました。
しかし、2015年の4-6月は、マイナス0.4％と3四半期ぶりにマイナスとなりました。

ただ、17の主要な調査機関の予想は、調査では7-9月期以降はまたプラス基調に戻ると見込まれております。



Breakdowns for Real GDP
2014
1-3

2014
4-6

2014
7-9

2014
10-12

2015
1-3

2015
4-6

GDP 1.1 -1.9 -0.3 0.3 1.1 -0.4

Private Consumption 2.1 -5.0 0.3 0.3 0.3 -0.8

Private Residential 
Investment

2.0 -10.9 -6.3 -0.6 1.7 1.9

Private Non-Resi. 
Investment

5.0 -4.6 0.0 0.2 2.8 -0.1

Government 
Consumption

-0.2 0.1 0.3 0.3 0.3 0.4

Public Investment -0.7 0.2 1.7 0.3 -1.2 2.6
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Presenter
Presentation Notes
GDPの内訳を見てみると、2014年10-12月以降の回復基調の中で、個人消費や企業の設備投資が堅調に伸びています。

特に、産業車両の需要にも影響が大きい民間設備投資については、2015年1-3月は2.8％と高い伸びとなりました。またこの時期は住宅投資も不調を脱して1.7％の伸びとなりました。

しかし2015年4-6月は民間設備投資がマイナス0.1％と落ち込みました。1-3月の高い伸びの反動と思われ、7-9月は再び回復すると期待されます。
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Current Profits in Corporations
Ministry of Finance, Financial statements statistics 
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Presenter
Presentation Notes
こちらは企業の経常利益額です。

景気回復基調の中で、企業の収益も順調に増加しており、やや回復が遅れていた製造業も2013年以降増えております。



Unemployment Rate
（％）
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Presenter
Presentation Notes
景気の回復に伴って、失業率も低下してきています。

現状では、むしろ人手不足の声が広がってきており、物流の世界でもトラックドライバー不足が顕在化しており、政府の「物流分野における労働力不足対策アクションプラン」において、トラックドライバーの労働環境の改善と共に、荷役作業の効率化、機械化といった取り組みが掲げられております。
フォークリフト業界としても、より使いやすい製品や自動化、ITの活用といったソリューションを提案していくことで、円滑な物流の確保に取り組んでまいりたいと思います。



Today’s agenda

1．Trend of Japanese economy

2．Current and future lift trucks market in Japan
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Presenter
Presentation Notes
それでは、次に日本のフォークリフト市場の動向についてお話しします。



（Source from WITS shipment)

2015 Domestic demand in Japan is  
expected to increase by 3%
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（Unit)

Presenter
Presentation Notes
こちらは日本のフォークリフト市場台数の推移です。

2008年には8万台を超えていた市場規模は、リーマンショックの影響で2009年には大きく落ち込みました。
その後は順調に回復していましたが、昨年2014年は、先ほどお話しした消費税率引き上げの影響もあまり見られず、むしろディーゼル式フォークリフトへの排出ガス規制強化による更新需要の盛り上がりもあり、8万台に迫る水準に達しました。

2015年については、8万台を超えるものと期待しております。




（Source from WITS shipment)

Trend of Truck Class in Japan
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Presenter
Presentation Notes
これは日本のフォークリフト市場をクラス別に見たものです。

2008年以降はクラス1とクラス2の電気車の割合が増えて2010年にはエンジン車比率は41.3%になりましたが、その後クラス45のエンジン車の比率が少しずつ高まり、2014年には、45.8％になりました。
これは先ほど申し上げた、ディーゼル車の排出ガス規制による更新需要の増加が影響しております。

2015年1-6月では再び電気車が増えました。





（Source from JIVA shipment)

Trend of Power Type in CB Trucks 
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Presenter
Presentation Notes
WITSのクラス4+5は、ディーゼル車とガソリン／LPG車が合計された数字となっておりますが、JIVA統計により、エンジン車をディーゼル式とガソリン／LPG式に分けて、カウンターバランストラックだけを抽出して動力別に見たのがこのグラフです。

2014年はディーゼル車が大きく伸びたことがよく分かると思います。

ここでもう一つ注目すべきことは、ガソリン／LPG車の割合が大きく下がっていることで、これは最大荷重3ｔ未満の車（Trucks)で、電気車への移行が進んでいるためです。

今後は3ｔ以上の車や、高稼働な使われ方にも対応できる電気車の開発・普及を進めていくことが課題です。





Trend of AGVS market in Japan

AGV : Automatic Guided Vehicle, AGT : Automatic Guided 
Tractor,  AGF : Automatic Guided Forklift

（ Unit)
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Presenter
Presentation Notes
フォークリフトの市場動向の次に、無人搬送車の市場についてご紹介します。プレジデンツフォーラムで、この統計を発表するのは初めてですが、JIVAにはフォークリフトメーカー以外にAGVSのメーカーも加盟しており、統計をまとめております。

2001年以降、無人搬送車の市場は1300台程度で推移しておりますが、JIVAに参加していないメーカーもあり、実際はもう少し多いのではないかと思います。

先ほどお話したように、将来的には労働力不足といった問題もより大きくなると思いますので、今後は無人搬送車市場も拡大していくものと期待しております。

現在無人搬送車に関するISO3691-4の審議も進んでおりますので、ぜひアライアンス会議やプレジデンツフォーラムでも、無人搬送車について意見・情報交換をしていきたいと思います。



Plan for 2016
JIVA is proud to host the next Alliance
Meeting and the Presidents Forum in 2016

They will be held in conjunction with Logis-Tech-Tokyo 
2016, the biggest trade show featuring Material Handling 
Equipment and Solutions in Asia.

Show schedule
13(Tue) – 16(Fri)        
September 2016
at Tokyo Big Sight
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Presenter
Presentation Notes
さて、本日の私の話を終える前に、2016年の計画についてご紹介したいと思います。

私どもJIVAは、2016年に第19回アライアンス会議のホストを務めます。
日程は9月13日から16日までの4日間、東京ビッグサイトで開催される
アジア最大級の物流専門見本市である「ロジステック・トーキョー2016」に併せて開催し、プレジデンツフォーラムも主催いたします。

詳細は2016年の春にはご案内できる予定です。ぜひ多くの皆様においでいただければと思います。
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Thank you for your attention
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Presenter
Presentation Notes
ご清聴ありがとうございました。
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